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　春の到来を待ちわびる季節となりましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか。総務広報委員会の水野です。2月といえば節分。
節分といえば、豆まきを行うのが通例ですが、最近は危ない・痛い・衛生的でないという理由で、丸めた新聞紙などを代わりに使
う人も、増えているそうですね。
　紙のJCライフが届くOB特別会員の皆様が、読み終わった紙面の行き場に困ったとしても、決して丸めて投げてしまわないよ
うな、内容の詰まったJCライフを、今後も作成していきます。
　豆まきの際は、通常「鬼は～そと～、福は～うち～」という掛け声が一般的ですね。私たち総務では、小田委員長の所信でもあ
り、早くも尾道JC流行語大賞にノミネートされる勢いの、この言葉で、豆まきを行いたいと思います。「ぼんじ～～、てってい～～!!」

（記事 ： 水野 春樹）
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●学生時代や仕事で頑張っていること
　私の趣味はゴルフとお酒を楽しむことで、休日には友人や学生時代の恩
師と一緒にラウンドを回ることが楽しみです。最近は新たに写真撮影を始
め、風景や家族の日常を切り取ることに魅力を感じています。また、健康維

持のためにランニングにも挑戦しており、体力作りを意
識しながら継続中です。さまざまな活動を通して、新し
い仲間と出会うことを楽しみにしています。
●趣味・好きなこと
　学生時代は、旅行や各種イベントの幹事を務め、企画から運営までの責任を持ちなが
ら、参加者全員が楽しめるよう工夫を重ねました。この経験から、チームワークとリーダー
シップの大切さを学びました。現在の仕事では、患者様により良い対応をする方法や業
務の効率化を常に考え、職場全体のサービス向上に取り組んでいます。

会社名 葦陽薬品株式会社　会社住所 福山市西深津町4-5-20　業種 卸売業・小売業

荒
川

　翼

あ
ら
か
わ

よ
く

●仕事でがんばっていること
　職種がＢＡＲのため、毎日一期一会があり、「また来ます！」と言っていただけるよ
う知識やお酒の勉強をしています。
　お店のコンセプトが、あらゆる生活シーンにBAR文化を・・・をモットーに敷居を
低く、良いお酒・オールドボトルを気軽にお手ごろ価格で楽しんでいただけるよう
幅広くお酒を取り扱い、お客様のお好みの一杯をご提供いたします。
　去年11月から、大阪に新店舗をオープンし離れた地での人材育成に励んでお
ります。
　経営者1年生として、先輩方に色々ご教授いただきながら頑張っていきますの
で、よろしくお願いいたします。

●趣味・好きなこと
　ゲーム、釣り、ゴルフと多趣味なのですが、特にゲームが好きで色々な種類のゲーム
をしております。また、ネットゲームのため全国に年齢性別問わず友達がつくれるので、
色んな会話ができ、仕事にもいきております。仲良くなった友達とは実際に会うことも
あり、ゴルフや飲み会などしております。
　お店で同じゲームをする方を集め一緒にゲームをしたり、とても仲の良いコミュニ
ティを作っており、僕を含めお客様同士でプライベートで遊んだりと、とても楽しく過ご
しております。
　動物は猫が好きで、保護猫とノルウェージャンフォレストキャットを飼っております！

会社名 お酒の美術館　会社住所 尾道市十四日元町2番18号 ローソン店内　業種 BAR

●学生時代頑張ったこと
　学生時代は、小学校から大学まで野球をやっておりました。 
　野球を通じての技術的な部分はもちろん一人の人間として成長することが出来

たと思います。特に仕事を活かせている部分では「協調性」や
「忍耐力」など現在の職場でも活かせていると感じています。 
　日々の業務では、お客様へのコミュニケーションを第一に
考え弊社へ何度もリピートして頂けるよう心が得ています。
●趣味・好きなこと
　趣味は、野球とゴルフです。 
　野球は、約15年間しておりましたので人並み程度に出来
ると思います。 
　ゴルフも社会人になり始めましたが長い期間やっておりませんでした。 
　ここ2～3年前から再開しましてやっと同伴者に迷惑をかけない程度までになりま
したので、ゴルフされる方々とプレイ出来るのを楽しみにしております。

会社名 有限会社 富士商会　会社住所 尾道市木ノ庄町木門田791　業種 金属業・産廃処理業・小売業 
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新入会員紹介

　
1
月
16
日
（
木
）
、
尾
道
国
際
ホ
テ
ル
に
て
新

年
宴
会 

テ
ー
マ
「
未
来
へ
繋
ぐ
」
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
昨
年
同
様
と
な
る
宴
会
形
式
で
の
設

え
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ム
ー
ビ
ー
か
ら
始
ま

り
、
続
い
て
山
本
理
事
長
よ
り
本
年
度
の
テ
ー
マ

で
あ
る
「
伝
承
～
未
来
へ
紡
ぐ
、
尾
道
の
心
～
」

へ
の
思
い
、
心
構
え
を
O
B
・
特
別
会
員
、
そ
し

て
現
役
メ
ン
バ
ー
に
向
け
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長 

髙

橋
宏
明
先
輩
か
ら
ご
挨
拶
、
安
保
雅

文
先
輩
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
を
頂
き
ま
し
た
。

　
理
事
及
び
委
員
会
紹
介
で
は
出
席
者
全
メ
ン

バ
ー
に
登
壇
し
て
い
た
だ
き
、
2
0
2
5
年
の

尾
道
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
の
顔
触
れ
を
先
輩

方
に
お
披
露
目
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
か
ら

活
躍
し
て
く
れ
る
11
名
の
新
入
会
員
を
紹
介
し

代
表
と
し
て
髙
橋
佳
裕
君
が
意
気
込
み
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
今
年
が
ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
と

な
る
10
名
の
卒
業
生
を
紹
介
し
、
代
表

し
て
岡
本
大
輔
君
が
ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
に

向
け
て
の
一
言
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
本
理
事
長
の
所
信
「
伝

承
」
の
も
と
伝
統
文
化
や
歴
史
を
後
世

に
伝
承
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
日

本
の
伝
統
的
な
食
文
化
の
一
つ
で
あ
る

新
年
の
縁
起
物
と
し
て
「
お
雑
煮
」
を

O
B
・
特
別
会
員
の
皆
様
に
振
る
舞
い

ま
し
た
。

　
御
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く

の
Ｏ
Ｂ
・
特
別
会
員
の
皆
様
に
ご
来
場

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
先
輩

方
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た

場
と
な
り
2
0
2
5
年
幸
先
の
良
い
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
事
：
地
域
共
創
委
員
会 

幹
事
　
梅
本 

佳
克
）

　
1
月
16
日
（
木
）
尾
道
国
際
ホ
テ

ル
に
て
、
1
月
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
2
0
2
5
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
な

る
本
例
会
で
は
、
理
事
長
・
直
前
理

事
長
・
監
事
の
バ
ッ
ジ
が
山
本
理
事

長
率
い
る
新
体
制
へ
と
引
き
継
が
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
山
本
理
事
長
の

年
頭
あ
い
さ
つ
で
は
、
本
年
度
の

テ
ー
マ
「
伝
承
～
未
来
へ
紡
ぐ
、
尾

道
の
心
～
」
の
元
、
本
年
度
に
向
け

た
力
強
い
思
い
を
現
役
メ
ン
バ
ー
に

伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
く
各
種
表
彰
で
は
、
2
0
2
4

年
度
満
期
退
会
者
の
皆
様
に
も
ご
出

席
い
た
だ
き
、
2
0
2
4
年
度
理
事

長
・
監
事
・
出
向
者
・
例
会
皆
出
席

者
の
皆
様
の
努
力
と
功
績
を
称
え
、

達
成
感
に
満
ち
た
姿
は
記
憶
に
残
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
続
く
、
満
期
退
会
者
の
表
彰
で

は
、
山
本
理
事
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
代
表
と
し
て
高

橋
建
太
先
輩
か
ら
現
役
メ
ン
バ
ー
に

お
心
づ
け
を
い
た
だ
き
、
現
役
会
員

へ
温
か
く
心
強
い
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
総
務
広
報
委
員
会
と
し
て
１
月
例

会
設
営
は
多
々
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
無

事
、
滞
り
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（
記
事
：
小
田 

康
聖
）

1
月
例
会

新 年 宴会



　
1
月
24
日（
金
）～
26
日（
日
）の
3
日
間
、

2
0
2
5
年
度
京
都
会
議
に
参
加
し
て
参
り
ま
し

た
。

　
京
都
会
議
で
は「Raise your flag 

～
変
わ
っ
た

の
で
は
な
い
、変
え
た
の
だ
と
誇
れ
る
未
来
へ
向
け
て 

京
都
会
議
を
起
点
に
、皆
の
理
想
を
掲
げ
よ
う
～
」

を
テ
ー
マ
に
本
年
度
の
運
動
方
針
を
共
有
し「
世
界

を
変
え
た
の
は
私
達
だ
」

と
誇
れ
る
未
来
を
創
る

た
め
の
行
動
を
起
こ
す
契

機
と
な
る
よ
う
な
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
25
日（
土
）の
夜
に
は

L
O
M
ナ
イ
ト
が
開
催

さ
れ
、大
い
に
お
互
い
の
想

い
を
交
し
合
い
、京
都
の

地
に
て
メ
ン
バ
ー
同

士
の
懇
親
を
深
め
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

途
中
、中
国
地
区
広

島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会 

三
戸
会
長
、地
域
交

流
委
員
会 

名
越
委

員
長
が
お
越
し
く
だ

さ
り
、広
島
ブ
ロッ
ク

大
会
に
向
け
て
の
結
束
を
深
め
る
素
晴
ら
し
い
場
と
も

な
り
ま
し
た
。

　
翌
26
日（
日
）に
は
新
年
式
典
に
参
加
し
、外
口
真
大

会
頭
の
挨
拶
を
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。会
頭
の
熱
い
想

い
を
聞
き
、１
人
１
人
が
傍
観
者
と
な
る
の
で
は
な
く
、

「
世
界
を
変
え
た
の
は
私
た
ち
だ
」と
誇
れ
る
未
来
へ

向
け
て
会
員
一同
、J
C
活
動
に
対
す
る
想
い
を
見
つ
め

な
お
す
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
福
森 

慈
大
）

　
1
月
18
日（
土
）グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
に

て
、公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
中
国
地
区
広

島
ブ
ロッ
ク
協
議
会
新
春
会
議
並
び
に
新
春
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
広
島
ブ
ロッ
ク
協
議
会
で
は
、公
益
社
団
法

人 

呉
青
年
会
議
所
か
ら
出
向
さ
れ
て
お
り
ま
す
水

戸
規
弘
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
の
掲
げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン「
共
奏 

～
溢
れ
る
理
想
を
描
き 

共

に
語
り
合
う
広
島
へ
～
」

の
元
、広
島
県
内
の
各
地

青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
が
一

同
に
集
い
、本
年
度
広
島
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
の
ス
タ
ー
ト

が
切
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
春
会
議
で
は
、水
戸
ブ

ロッ
ク
会
長
の
ご
挨
拶
か
ら

始
ま
り
、副
会
長
、委
員
長

が
方
針
説
明
・
事
業
説
明

を
通
じ
、多
く
の
こ

と
を
持
ち
帰
る
新

春
会
議
と
な
り
ま

し
た
。

　
新
春
交
流
会
で
は
、貝
原
直
前
会
長
の
乾
杯
で
盛
大

に
ス
タ
ー
ト
し
、Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
垣
根
を
超
え
た
交
流
の
場
と

な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、各
L
O
M
及
び
理
事
長
の
紹

介
で
は
、山
本
理
事
長
が
メ
ン
バ
ー
の
前
で
所
信
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、広
島
ブ
ロッ
ク
大
会
の
主
管
L
O
M
と
し
て
、

尾
道
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
が
結
集
し
、広
島
ブ
ロッ
ク

大
会
の
P
R
を
盛
大
に
行
い
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
駆
け

付
け
、広
島
県
内
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
親
睦
を
深
め
、

広
島
県
内
L
O
M
と
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
福
森 

慈
大
）

　
1
月
11
日（
土
）広
島
市
の
上
田
流
和
風
堂

に
て
初
釜
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
田
宗
箇
流
の
初
釜
は
、新
年
を
祝
い
1

年
の
無
病
息
災
を
祈
る
も
の
で
あ
り
、作
法
の

特
徴
と
し
て
、凛
と
し
て
美
し
く
、男
性
は
男

性
ら
し
く
、女
性
は
女
性
ら
し
く
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　
県
内
12
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
理
事
長
、広
島
ブ
ロ
ッ
ク

役
員
団
が一
堂
に
会
し
、お
も
て
な
し
を
受
け

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、別
室
で
の
祝
膳
の
席
で
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、大
変
有
意
義
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
今
城 

佑
基
）

2025年度 副理事長・専務理事 挨拶副理事長・専務理事 挨拶

　2025年度、広島ブロック大会実行特別委員会を受け持ちます、実行委員長の岡本です。今年は１０年
ぶりに広島ブロック大会が尾道にやってきます。最高のメンバーと共に創造するブロック大会にご期待い
ただきたいと思います。同時に今年は自身が活動できる最後の年となります。最後の年になったからこ
そ、自分が先輩から渡され、受け継いだ物に気づき、それを強烈に伝えていかなければいけないと言う気
持ちになりました。自分の全てをこれからの尾道青年会議所を担う後輩たちに伝えたい。それが私の最後
の役割だと感じています。

広島ブロック大会実行特別委員会 実行委員長 岡本 大輔
『繋ぐ思い』テーマ

　本年度、未来創造室 副理事長を仰せつかりました、加藤雄大と申します。当室では、山本理事長が掲げ
る『伝承～未来へ紡ぐ、尾道の心～』のテーマのもと、尾道のまちを未来へ向けてより一層魅力あるまちと
して残していけるように、またその中で尾道青年会議所が存在感を示していけるように、今何を課題として
取り上げ、どんなアクションをしていくのかということを思考し、活動に反映していきたいと考えておりま
す。輝く地域創造委員会・総務広報委員会のメンバーと共に精一杯活動してまいります。OB・特別会員の
皆様方には、様々な場面でお力添えを賜ることになろうと存じますが、1年間何卒宜しくお願い致します。

未来創造室 副理事長 加藤 雄大
『脚下照顧』テーマ

　本年度、未来創造室　副理事長を仰せつかりました安保大輔です。どうぞよろしくお願い申し上げます。
　当室は尾道の伝統文化である祭りを継承し、更にまちや住まう人たちを守る防災を担当する「地域共創
委員会」と、未来を担っていく子どもたちに学びの場を提供する「未来の宝育成員会」で構成されています。
　この2つの委員会の共通する点は、どれも人に関わるということです。伝統文化は過去の先人が作り上
げて来たものであり、防災は今を生きる人を救うためのもの、そして子どもたちは未来を担う人にほかな
りません。そういった思いから私の今年のテーマを「人」とさせていただきました。
　山本理事長が掲げる「伝承」のもと、素晴らしい尾道というまちを未来へ繋いでいけるよう邁進してま
いりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

人財育成室 副理事長 安保 大輔
『人』テーマ

　本年度、組織活性化推進室 副理事長を仰せつかりました半田祐喜です。
　私は青年会議所に入会し、人として、男として尊敬できるかっこいい先輩の背中をたくさん見て、憧れ
てきました。JC生活も残り２年となった今、同じようなことはできないかもしれませんが、自分なりに感じ
てきた事を後輩達に伝承していきたいと思います。
　今しかないこの瞬間を、仲間と共に切磋琢磨し、一生付き合っていける友が一人でも多くできるよう
な組織づくりを目指してまいります。

組織活性化推進室 副理事長 半田 祐喜
『ともに』テーマ

　2025年度　専務理事を仰せつかりました、加藤雅崇です。
　本年度は、山本恭平理事長の掲げる「伝承～未来へ紡ぐ、尾道の心～」の元、4室6委員会で活動を行
なってまいります。
　10年ぶりの広島ブロック大会の主管や、まちの未来を見据えた活動、防災力へアプローチする活動、
地域のお祭りへの参画、子供達が成長できるような取り組み、組織力を向上させる活動、そしてJCライフ
を始めとする広報活動など、多岐にわたり尾道のために活動してまいります。
　専務理事として、活動を円滑に、より強力に進められるように尽力してまいります。
　若輩者ではありますが頑張っていきますので、ご指導ご鞭撻の程、何卒よろしくお願いします。

専務理事 加藤 雅崇
『前進』テーマ
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1
月
24
日（
金
）～
26
日（
日
）の
3
日
間
、

2
0
2
5
年
度
京
都
会
議
に
参
加
し
て
参
り
ま
し

た
。

　
京
都
会
議
で
は「Raise your flag 

～
変
わ
っ
た

の
で
は
な
い
、変
え
た
の
だ
と
誇
れ
る
未
来
へ
向
け
て 

京
都
会
議
を
起
点
に
、皆
の
理
想
を
掲
げ
よ
う
～
」

を
テ
ー
マ
に
本
年
度
の
運
動
方
針
を
共
有
し「
世
界

を
変
え
た
の
は
私
達
だ
」

と
誇
れ
る
未
来
を
創
る

た
め
の
行
動
を
起
こ
す
契

機
と
な
る
よ
う
な
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
25
日（
土
）の
夜
に
は

L
O
M
ナ
イ
ト
が
開
催

さ
れ
、大
い
に
お
互
い
の
想

い
を
交
し
合
い
、京
都
の

地
に
て
メ
ン
バ
ー
同

士
の
懇
親
を
深
め
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

途
中
、中
国
地
区
広

島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会 

三
戸
会
長
、地
域
交

流
委
員
会 

名
越
委

員
長
が
お
越
し
く
だ

さ
り
、広
島
ブ
ロッ
ク

大
会
に
向
け
て
の
結
束
を
深
め
る
素
晴
ら
し
い
場
と
も

な
り
ま
し
た
。

　
翌
26
日（
日
）に
は
新
年
式
典
に
参
加
し
、外
口
真
大

会
頭
の
挨
拶
を
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。会
頭
の
熱
い
想

い
を
聞
き
、１
人
１
人
が
傍
観
者
と
な
る
の
で
は
な
く
、

「
世
界
を
変
え
た
の
は
私
た
ち
だ
」と
誇
れ
る
未
来
へ

向
け
て
会
員
一同
、J
C
活
動
に
対
す
る
想
い
を
見
つ
め

な
お
す
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
福
森 

慈
大
）

　
1
月
18
日（
土
）グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
に

て
、公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
中
国
地
区
広

島
ブ
ロッ
ク
協
議
会
新
春
会
議
並
び
に
新
春
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
広
島
ブ
ロッ
ク
協
議
会
で
は
、公
益
社
団
法

人 

呉
青
年
会
議
所
か
ら
出
向
さ
れ
て
お
り
ま
す
水

戸
規
弘
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
の
掲
げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン「
共
奏 

～
溢
れ
る
理
想
を
描
き 

共

に
語
り
合
う
広
島
へ
～
」

の
元
、広
島
県
内
の
各
地

青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
が
一

同
に
集
い
、本
年
度
広
島
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
の
ス
タ
ー
ト

が
切
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
春
会
議
で
は
、水
戸
ブ

ロッ
ク
会
長
の
ご
挨
拶
か
ら

始
ま
り
、副
会
長
、委
員
長

が
方
針
説
明
・
事
業
説
明

を
通
じ
、多
く
の
こ

と
を
持
ち
帰
る
新

春
会
議
と
な
り
ま

し
た
。

　
新
春
交
流
会
で
は
、貝
原
直
前
会
長
の
乾
杯
で
盛
大

に
ス
タ
ー
ト
し
、Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
垣
根
を
超
え
た
交
流
の
場
と

な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、各
L
O
M
及
び
理
事
長
の
紹

介
で
は
、山
本
理
事
長
が
メ
ン
バ
ー
の
前
で
所
信
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、広
島
ブ
ロッ
ク
大
会
の
主
管
L
O
M
と
し
て
、

尾
道
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
が
結
集
し
、広
島
ブ
ロッ
ク

大
会
の
P
R
を
盛
大
に
行
い
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
駆
け

付
け
、広
島
県
内
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
親
睦
を
深
め
、

広
島
県
内
L
O
M
と
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
福
森 

慈
大
）

　
1
月
11
日（
土
）広
島
市
の
上
田
流
和
風
堂

に
て
初
釜
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
田
宗
箇
流
の
初
釜
は
、新
年
を
祝
い
1

年
の
無
病
息
災
を
祈
る
も
の
で
あ
り
、作
法
の

特
徴
と
し
て
、凛
と
し
て
美
し
く
、男
性
は
男

性
ら
し
く
、女
性
は
女
性
ら
し
く
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　
県
内
12
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
理
事
長
、広
島
ブ
ロ
ッ
ク

役
員
団
が一
堂
に
会
し
、お
も
て
な
し
を
受
け

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、別
室
で
の
祝
膳
の
席
で
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、大
変
有
意
義
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
今
城 

佑
基
）

2025年度 副理事長・専務理事 挨拶副理事長・専務理事 挨拶

　2025年度、広島ブロック大会実行特別委員会を受け持ちます、実行委員長の岡本です。今年は１０年
ぶりに広島ブロック大会が尾道にやってきます。最高のメンバーと共に創造するブロック大会にご期待い
ただきたいと思います。同時に今年は自身が活動できる最後の年となります。最後の年になったからこ
そ、自分が先輩から渡され、受け継いだ物に気づき、それを強烈に伝えていかなければいけないと言う気
持ちになりました。自分の全てをこれからの尾道青年会議所を担う後輩たちに伝えたい。それが私の最後
の役割だと感じています。

広島ブロック大会実行特別委員会 実行委員長 岡本 大輔
『繋ぐ思い』テーマ

　本年度、未来創造室 副理事長を仰せつかりました、加藤雄大と申します。当室では、山本理事長が掲げ
る『伝承～未来へ紡ぐ、尾道の心～』のテーマのもと、尾道のまちを未来へ向けてより一層魅力あるまちと
して残していけるように、またその中で尾道青年会議所が存在感を示していけるように、今何を課題として
取り上げ、どんなアクションをしていくのかということを思考し、活動に反映していきたいと考えておりま
す。輝く地域創造委員会・総務広報委員会のメンバーと共に精一杯活動してまいります。OB・特別会員の
皆様方には、様々な場面でお力添えを賜ることになろうと存じますが、1年間何卒宜しくお願い致します。

未来創造室 副理事長 加藤 雄大
『脚下照顧』テーマ

　本年度、未来創造室　副理事長を仰せつかりました安保大輔です。どうぞよろしくお願い申し上げます。
　当室は尾道の伝統文化である祭りを継承し、更にまちや住まう人たちを守る防災を担当する「地域共創
委員会」と、未来を担っていく子どもたちに学びの場を提供する「未来の宝育成員会」で構成されています。
　この2つの委員会の共通する点は、どれも人に関わるということです。伝統文化は過去の先人が作り上
げて来たものであり、防災は今を生きる人を救うためのもの、そして子どもたちは未来を担う人にほかな
りません。そういった思いから私の今年のテーマを「人」とさせていただきました。
　山本理事長が掲げる「伝承」のもと、素晴らしい尾道というまちを未来へ繋いでいけるよう邁進してま
いりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

人財育成室 副理事長 安保 大輔
『人』テーマ

　本年度、組織活性化推進室 副理事長を仰せつかりました半田祐喜です。
　私は青年会議所に入会し、人として、男として尊敬できるかっこいい先輩の背中をたくさん見て、憧れ
てきました。JC生活も残り２年となった今、同じようなことはできないかもしれませんが、自分なりに感じ
てきた事を後輩達に伝承していきたいと思います。
　今しかないこの瞬間を、仲間と共に切磋琢磨し、一生付き合っていける友が一人でも多くできるよう
な組織づくりを目指してまいります。

組織活性化推進室 副理事長 半田 祐喜
『ともに』テーマ

　2025年度　専務理事を仰せつかりました、加藤雅崇です。
　本年度は、山本恭平理事長の掲げる「伝承～未来へ紡ぐ、尾道の心～」の元、4室6委員会で活動を行
なってまいります。
　10年ぶりの広島ブロック大会の主管や、まちの未来を見据えた活動、防災力へアプローチする活動、
地域のお祭りへの参画、子供達が成長できるような取り組み、組織力を向上させる活動、そしてJCライフ
を始めとする広報活動など、多岐にわたり尾道のために活動してまいります。
　専務理事として、活動を円滑に、より強力に進められるように尽力してまいります。
　若輩者ではありますが頑張っていきますので、ご指導ご鞭撻の程、何卒よろしくお願いします。

専務理事 加藤 雅崇
『前進』テーマ
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議

ブ
ロ
ッ
ク
新
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２月号
2025年

　春の到来を待ちわびる季節となりましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか。総務広報委員会の水野です。2月といえば節分。
節分といえば、豆まきを行うのが通例ですが、最近は危ない・痛い・衛生的でないという理由で、丸めた新聞紙などを代わりに使
う人も、増えているそうですね。
　紙のJCライフが届くOB特別会員の皆様が、読み終わった紙面の行き場に困ったとしても、決して丸めて投げてしまわないよ
うな、内容の詰まったJCライフを、今後も作成していきます。
　豆まきの際は、通常「鬼は～そと～、福は～うち～」という掛け声が一般的ですね。私たち総務では、小田委員長の所信でもあ
り、早くも尾道JC流行語大賞にノミネートされる勢いの、この言葉で、豆まきを行いたいと思います。「ぼんじ～～、てってい～～!!」

（記事 ： 水野 春樹）

編 集
後 記
編 集
後 記

facebookHP

●学生時代や仕事で頑張っていること
　私の趣味はゴルフとお酒を楽しむことで、休日には友人や学生時代の恩
師と一緒にラウンドを回ることが楽しみです。最近は新たに写真撮影を始
め、風景や家族の日常を切り取ることに魅力を感じています。また、健康維

持のためにランニングにも挑戦しており、体力作りを意
識しながら継続中です。さまざまな活動を通して、新し
い仲間と出会うことを楽しみにしています。
●趣味・好きなこと
　学生時代は、旅行や各種イベントの幹事を務め、企画から運営までの責任を持ちなが
ら、参加者全員が楽しめるよう工夫を重ねました。この経験から、チームワークとリーダー
シップの大切さを学びました。現在の仕事では、患者様により良い対応をする方法や業
務の効率化を常に考え、職場全体のサービス向上に取り組んでいます。

会社名 葦陽薬品株式会社　会社住所 福山市西深津町4-5-20　業種 卸売業・小売業

荒
川

　翼

あ
ら
か
わ

よ
く

●仕事でがんばっていること
　職種がＢＡＲのため、毎日一期一会があり、「また来ます！」と言っていただけるよ
う知識やお酒の勉強をしています。
　お店のコンセプトが、あらゆる生活シーンにBAR文化を・・・をモットーに敷居を
低く、良いお酒・オールドボトルを気軽にお手ごろ価格で楽しんでいただけるよう
幅広くお酒を取り扱い、お客様のお好みの一杯をご提供いたします。
　去年11月から、大阪に新店舗をオープンし離れた地での人材育成に励んでお
ります。
　経営者1年生として、先輩方に色々ご教授いただきながら頑張っていきますの
で、よろしくお願いいたします。

●趣味・好きなこと
　ゲーム、釣り、ゴルフと多趣味なのですが、特にゲームが好きで色々な種類のゲーム
をしております。また、ネットゲームのため全国に年齢性別問わず友達がつくれるので、
色んな会話ができ、仕事にもいきております。仲良くなった友達とは実際に会うことも
あり、ゴルフや飲み会などしております。
　お店で同じゲームをする方を集め一緒にゲームをしたり、とても仲の良いコミュニ
ティを作っており、僕を含めお客様同士でプライベートで遊んだりと、とても楽しく過ご
しております。
　動物は猫が好きで、保護猫とノルウェージャンフォレストキャットを飼っております！

会社名 お酒の美術館　会社住所 尾道市十四日元町2番18号 ローソン店内　業種 BAR

●学生時代頑張ったこと
　学生時代は、小学校から大学まで野球をやっておりました。 
　野球を通じての技術的な部分はもちろん一人の人間として成長することが出来

たと思います。特に仕事を活かせている部分では「協調性」や
「忍耐力」など現在の職場でも活かせていると感じています。 
　日々の業務では、お客様へのコミュニケーションを第一に
考え弊社へ何度もリピートして頂けるよう心が得ています。
●趣味・好きなこと
　趣味は、野球とゴルフです。 
　野球は、約15年間しておりましたので人並み程度に出来
ると思います。 
　ゴルフも社会人になり始めましたが長い期間やっておりませんでした。 
　ここ2～3年前から再開しましてやっと同伴者に迷惑をかけない程度までになりま
したので、ゴルフされる方々とプレイ出来るのを楽しみにしております。

会社名 有限会社 富士商会　会社住所 尾道市木ノ庄町木門田791　業種 金属業・産廃処理業・小売業 

岩
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健
司

い
わ
さ
き

け
ん
じ
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佳
克

う
め
も
と
よ
し
か
つ

新入会員紹介

　
1
月
16
日
（
木
）
、
尾
道
国
際
ホ
テ
ル
に
て
新

年
宴
会 

テ
ー
マ
「
未
来
へ
繋
ぐ
」
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
昨
年
同
様
と
な
る
宴
会
形
式
で
の
設

え
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ム
ー
ビ
ー
か
ら
始
ま

り
、
続
い
て
山
本
理
事
長
よ
り
本
年
度
の
テ
ー
マ

で
あ
る
「
伝
承
～
未
来
へ
紡
ぐ
、
尾
道
の
心
～
」

へ
の
思
い
、
心
構
え
を
O
B
・
特
別
会
員
、
そ
し

て
現
役
メ
ン
バ
ー
に
向
け
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長 

髙

橋
宏
明
先
輩
か
ら
ご
挨
拶
、
安
保
雅

文
先
輩
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
を
頂
き
ま
し
た
。

　
理
事
及
び
委
員
会
紹
介
で
は
出
席
者
全
メ
ン

バ
ー
に
登
壇
し
て
い
た
だ
き
、
2
0
2
5
年
の

尾
道
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
の
顔
触
れ
を
先
輩

方
に
お
披
露
目
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
か
ら

活
躍
し
て
く
れ
る
11
名
の
新
入
会
員
を
紹
介
し

代
表
と
し
て
髙
橋
佳
裕
君
が
意
気
込
み
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
今
年
が
ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
と

な
る
10
名
の
卒
業
生
を
紹
介
し
、
代
表

し
て
岡
本
大
輔
君
が
ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
に

向
け
て
の
一
言
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
本
理
事
長
の
所
信
「
伝

承
」
の
も
と
伝
統
文
化
や
歴
史
を
後
世

に
伝
承
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
日

本
の
伝
統
的
な
食
文
化
の
一
つ
で
あ
る

新
年
の
縁
起
物
と
し
て
「
お
雑
煮
」
を

O
B
・
特
別
会
員
の
皆
様
に
振
る
舞
い

ま
し
た
。

　
御
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く

の
Ｏ
Ｂ
・
特
別
会
員
の
皆
様
に
ご
来
場

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
先
輩

方
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た

場
と
な
り
2
0
2
5
年
幸
先
の
良
い
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
事
：
地
域
共
創
委
員
会 

幹
事
　
梅
本 

佳
克
）

　
1
月
16
日
（
木
）
尾
道
国
際
ホ
テ

ル
に
て
、
1
月
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
2
0
2
5
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
な

る
本
例
会
で
は
、
理
事
長
・
直
前
理

事
長
・
監
事
の
バ
ッ
ジ
が
山
本
理
事

長
率
い
る
新
体
制
へ
と
引
き
継
が
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
山
本
理
事
長
の

年
頭
あ
い
さ
つ
で
は
、
本
年
度
の

テ
ー
マ
「
伝
承
～
未
来
へ
紡
ぐ
、
尾

道
の
心
～
」
の
元
、
本
年
度
に
向
け

た
力
強
い
思
い
を
現
役
メ
ン
バ
ー
に

伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
く
各
種
表
彰
で
は
、
2
0
2
4

年
度
満
期
退
会
者
の
皆
様
に
も
ご
出

席
い
た
だ
き
、
2
0
2
4
年
度
理
事

長
・
監
事
・
出
向
者
・
例
会
皆
出
席

者
の
皆
様
の
努
力
と
功
績
を
称
え
、

達
成
感
に
満
ち
た
姿
は
記
憶
に
残
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
続
く
、
満
期
退
会
者
の
表
彰
で

は
、
山
本
理
事
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
代
表
と
し
て
高

橋
建
太
先
輩
か
ら
現
役
メ
ン
バ
ー
に

お
心
づ
け
を
い
た
だ
き
、
現
役
会
員

へ
温
か
く
心
強
い
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
総
務
広
報
委
員
会
と
し
て
１
月
例

会
設
営
は
多
々
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
無

事
、
滞
り
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（
記
事
：
小
田 

康
聖
）

1
月
例
会

新 年 宴会


